
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：22－018） 

 

１ 日本の鬼木防衛副大臣がパラオを訪問、センゲバウ副大統領との会談で、

太平洋地域の安全保障問題について意見交換し、互いに緊密に協力することを

約束した。 

原文 

（9th August 2022, Island Times） 

※参考：防衛省・自衛隊 HP（リンク参照） 

 

２ 米国沿岸警備隊（USCG）は 7 月下旬に英国、日本、パラオと多国間捜索救

助訓練を実施した。USCG 巡視船 Myrtle Hazard の乗組員が、USCG 第 14 管区及

び USCGミクロネシア／セクター・グアムの支援を受けながら、パラオの巡視船

PPS KEDAM、海上自衛隊艦船きりさめ、英国海軍艦船 HMS Tamarの乗組員ととも

に訓練を実施した。 

USCG とパラオは定期的な捜索救助訓練を行っている。（この訓練を含む）

Pacific Partnership は今年で 17年目を迎え、インド太平洋地域で毎年実施さ

れる最も大規模な多国籍人道支援・災害救援準備ミッションである。 

原文 

（7th August 2022, DVIDS, Defense Media Activity, US DoD） 

※参考：在パラオ日本国大使館（リンク参照） 

 

３ マーシャル諸島（RMI）で 8月 8日、初めての新型コロナの市中感染が確認

され、感染が急拡大し、13 日には 1 日で 1,064 件の陽性が確認された。最初の

1 週間で 2 名が死亡した。デイビッド・カブア大統領は、「保健上の緊急事態

（State of Health Disaster）」を宣言した。感染は首都マジュロに留まらず、

イバイ島でも確認され、他の複数の孤立した環礁でも新型コロナのような症状

が報告されている。Air Marshallの全便と、政府の離島便が 9日に欠航された。 

 RMI 内閣は 10 月 1 日に予定していた国境開放を 2023 年 1 月 13 日に延期する

ことを承認した。 

原文 

（16th August 2022, Radio NZ） 

原文 

（15th August 2022, RMI National Disaster Management Office） 

※参考：在マーシャル日本国大使館（リンク参照） 

 

https://islandtimes.org/japans-state-minister-of-defense-visits-palau/
https://www.mod.go.jp/j/press/news/2022/08/10c.html
https://www.dvidshub.net/news/426733/us-coast-guard-participates-multilateral-search-and-rescue-drill-off-palau
https://www.palau.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00520.html
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/472847/marshall-islands-sees-fast-covid-spread
https://drive.google.com/file/d/1iUh_YRX664yd4TK2BB8BOkG1gFwX9G8p/view
https://www.mh.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00441.html


４ マーシャル諸島（RMI）港湾局と JICA の技術者及び建築士は、アマタ・カ

ブア国際空港（※マジュロ国際空港）のターミナルビル設計に向けた準備調査

に関する技術協議録（Technical Memorandum）に署名した。 

原文 

（12th August 2022, Marshal Islands Journal） 

 

５ ミクロネシア連邦政府は、米国のナンシー・ペロシ下院議長の台湾訪問を

受けて、中国と米国の地政学的緊張が高まっていることを懸念、両国に対して

「緊張を緩和し」、国際的に重要な問題についての協力関係を再構築するよう

求め、気候変動が世界の直面する最大の脅威であると強調した。太平洋諸島フ

ォーラム加盟国でもある同政府は、中国と米国が協力することを選択しない限

り、共通課題の解決はあり得ないと述べた。 

原文 

（8th August 2022, Radio NZ） 

 

６ 米国のナンシー・ペロシ下院議長の台湾訪問を受けて、太平洋地域の指導

者と中国の外交官が相次いで声明を発表している。地政学的な競争となると、

太平洋諸国が大々的に焦点になることが改めて浮き彫りになった。台湾を承認

しているツバルでは、サイモン・コフェ外相がツイッターで、議長の訪問に続

けて行われた中国の台湾に向けたミサイル発射を非難した。しかし、中国を承

認している他の国々では、太平洋各国と中国との関係において「一つの中国原

則」の重要性を改めて強調するさまざまな声明が出されている。注目すべきも

のとして、バヌアツの外務大臣代理は、台湾を中国の領土の不可分の一部と言

及したと伝えられている。 

原文 

（12th August 2022, Marshal Islands Journal） 

 

７ フィジーのナンディで開催された初めての太平洋地域の法執行会議で、フ

ィジー国防相代理は、パンデミックが失業の増加、生活費の高騰、医療資源の

不足をもたらし、太平洋諸島の人々が数十億ドル規模の犯罪ネットワークに参

加する「推進要因」になっていることが課題だと述べた。同氏はまた、国連薬

物犯罪事務所（UNODC）からの報告で、フィジーと太平洋全体が麻薬ルートの

通過点であると特定されたと述べ、太平洋島嶼国は人身売買の発生源、経由地、

目的地であると見られていると警告した。 

原文 

（4th August 2022, Radio NZ） 

 

８ サモア政府は、最新鋭のタグボート Sa'ula-60 を就役させた。労働・交

通・インフラ大臣は、アジア開発銀行（ADB）からの無償資金協力とサモア政

府の支出により進められているアピア港プロジェクト（Apia Port Project）に

おける安全性、セキュリティ及び持続可能性が同船により強化されると述べた。

ADB 太平洋局長は、タグボートがサモア港湾局（Samoa Port Authority）によ

https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/472449/micronesia-urges-china-us-to-de-escalate-tensions
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/472131/fiji-minister-says-pandemic-forcing-more-fijians-into-global-crime-gangs


る船舶の離着岸業務で重要な役割を果たすだけでなく、当局がより大型の船舶

を入港させる能力を向上させると述べた。 

原文 

（10th August 2022, Samoa Observer） 

 

  

https://www.samoaobserver.ws/category/samoa/99379


 

 

 

  



 

 
 

 


